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  まちづくりの視点 
 

 

 

  
  

リニア効果を最大限享受するため、以下の視点でまちづくりを進めます 

居心地の良いウォーカブルな空間づくり 

クリエイティブな活動を支える寛容な環境づくり 

多様な主体がつながり、お互いの顔の見える関係づくり 

土地利用・都市機能等 

【土地利用の促進】 
・駐車場などの低未利用土地における

暫定的な活用や高度利用 

【都市機能の強化】 
・公共施設整備・改善による都市基盤

の強化 
・増加する人口、世帯数に基づく需要

を踏まえた生活利便施設の導入 
・地域資源である祢宜公園や六反公園

の有効活用 

【賑わい創出】 
・名古屋駅前、ささしまライブ２４

（中川運河）、柳橋、納屋橋などの
周辺エリアとの連携の強化 

・沿道店舗等と一体となった道路空間
の多様な活用 

 

交通 

・近年の自動運転などの社会実験を踏
まえた新たな技術への対応 

 
地域コミュニティ・ブランド 

・クリエイティブ活動の地区全体への
波及・充実 

・新しい住民の地域活動への参画によ
る地域コミュニティの活性化 

・広幅員道路による地域分断の解消 
・地区の特色やイメージの創出や発信 

 安心・安全 

・大規模災害に備えた防災性能・災害
対応力の強化 

・バリアフリー化など安心・安全で快
適な道路空間の確保 

 

主な課題 


